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金田町人の動き 

・S、 45年8月31日現在 

世帯数 2,153 +4 
人 口 8,828 十14 
男 4,275 ＋招 
女 4,553 十2 

転 入 認 
転 出 30 
出 生 10 
死 亡 4 

県
立
高
等
学
校
入
学
選
抜
 

五
教
科
入
試
に
決
る
 

来
年
度
か
ら
県
立
高
校
入
試
 

は
国
語
、
数
学
、
社
会
、
理
科
、
外
 

国
語
ー
（
英
語
）
の
五
教
科
に
な
 

り
、
美
術
、
保
健
体
育
、
音
楽
、
技
 

術
家
庭
の
四
教
科
が
削
減
さ
れ
 

る
こ
と
に
（
な
り
ま
し
た
。
 

福
岡
県
柳
委
は
福
岡
県
県
立
 

学
校
教
育
振
興
計
画
審
議
会
 

（
県
教
審
）
に
生
徒
の
負
担
を
 

軽
く
す
る
こ
と
な
ど
を
ね
ら
い
 

と
し
て
県
立
高
等
学
校
入
学
選
 

抜
方
法
の
改
善
に
つ
い
て
諮
 

間
、
き
る
六
月
三
十
日
、
県
教
 

審
は
、
「
四
十
六
年
度
か
ら
入
試
 

科
目
を
五
教
科
に
す
る
。
調
査
 

書
（
内
申
書
）
を
重
視
す
る
」
 

と
答
申
し
た
。
県
教
委
は
こ
れ
 

を
受
け
て
審
議
決
定
し
た
（
七
 

月
二
十
二
日
）
の
で
あ
り
ま
 

す。 県
教
審
答
申
の
要
点
は
 

一
、
中
学
校
三
年
生
の
と
き
の
 

学
習
記
録
を
五
段
階
で
相
対
評
 

価
し
、
削
減
し
た
四
教
科
に
つ
 

い
て
は
特
記
事
項
を
設
け
た
調
 

査
書
を
つ
く
る
。
 

二
、
調
査
書
の
補
助
手
段
と
し
 

て
五
教
科
入
試
を
行
な
い
、
調
 

査
書
の
学
校
差
を
学
力
検
査
で
 

補
正
す
る
。
 

三
、
採
点
は
こ
れ
ま
で
の
郡
市
 

金

田

町

教

育

委

員

会

 

単
位
別
か
ら
学
校
ご
と
の
採
点
 

に
切
り
か
え
る
。
な
ど
で
あ
 

る。 県
教
審
は
高
校
へ
の
進
学
率
 

が
著
し
く
上
昇
し
て
い
る
現
状
 

（
中
卒
生
の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
 

を
越
え
る
）
、
か
ら
、
高
校
教
育
 

を
受
け
る
に
た
る
資
質
と
能
力
 

を
公
正
に
判
断
す
る
こ
と
を
基
 

本
と
し
、
入
学
者
の
選
抜
は
、
 

中
学
校
教
育
の
正
常
な
運
営
と
 

生
徒
の
負
担
軽
減
と
を
配
慮
し
 

て
、
中
学
校
か
ら
提
出
さ
れ
る
 

調
査
書
お
よ
び
関
係
資
料
を
重
 

視
し
、
よ
り
公
正
を
期
す
る
た
 

め
、
あ
わ
せ
て
、
学
力
検
査
を
 

行
な
う
こ
と
を
改
善
の
基
本
的
 

能
度
と
し
て
い
ま
す
。
 

県
教
委
の
調
べ
に
よ
れ
ば
こ
 

れ
ま
で
九
教
科
入
試
は
、
福
岡
 

県
、
広
島
県
、
J
京
都
府
だ
け
。
 

三
教
科
入
試
は
、
東
京
都
、
 

山
形
県
、
秋
田
県
、
岡
山
県
、
 

山
梨
県
。
 

独
自
の
論
文
形
式
に
よ
る
 

「
総
合
選
抜
制
」
 

兵
庫
県
。
 

他
の
府
県
は
、
五
教
科
入
試
 

制
を
と
っ
て
い
る
。
 

県
教
審
は
削
減
し
た
四
教
科
 

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
 

て
い
ま
す
。
 

rL
‘
』
‘
レ
ト
」
‘
レ
い
ー
 

音
楽
、
美
術
、
保
健
体
育
、
 

技
術
家
庭
の
四
教
科
を
検
査
教
 

科
と
す
る
こ
と
は
、
実
技
ま
た
 

は
情
操
の
育
成
と
い
う
本
来
の
 

目
標
か
ら
は
ず
れ
、
か
え
っ
て
 

知
育
偏
重
の
傾
向
を
う
む
お
そ
 

れ
が
あ
る
。
四
教
科
を
ペ
ー
パ
 

ー
テ
ス
ト
か
ら
除
き
平
素
の
学
 

習
の
成
果
が
表
わ
さ
れ
た
調
査
 

書
の
記
録
を
選
抜
資
料
と
す
る
 

こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
豊
か
な
 

人
間
性
を
つ
ち
か
う
こ
と
が
出
 

来
る
と
考
え
ら
れ
る
ゆ
調
査
書
 

を
重
視
す
る
方
策
を
、
明
確
に
 

し
、
こ
れ
を
履
行
さ
せ
る
の
で
 

四
教
科
を
軽
視
す
る
も
の
で
は
 

な
い
。
 

県
教
委
の
決
定
の
大
要
は
次
 

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
 

〇
調
査
書
 

一
、
指
導
要
録
の
抄
本
的
性
格
 

を
も
た
せ
る
。
 

二
、
第
二
学
年
分
は
指
導
要
録
 

か
ら
転
記
、
第
「
寧
年
は
五
段
 

階
の
評
価
を
つ
け
る
。
 

三
、
学
力
検
査
以
外
の
科
目
に
 

は
調
査
書
に
特
記
事
項
を
記
載
 

で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

〇
調
査
書
以
外
の
資
料
 

第
三
学
年
の
本
人
の
成
績
が
 

学
年
全
体
の
中
で
ど
ん
な
位
置
 

順
位
を
き
め
る
と
と
も
に
、
 

に
あ
る
か
が
わ
か
る
成
績
」
覧
 

表
を
つ
ぐ
る
。
 

〇
学
力
検
査
 

一
、
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
 

科
、
外
国
語
（
英
語
）
。
 

二
、
採
点
は
各
高
校
で
す
る
。
 

〇
合
否
の
決
定
 

一
、
調
査
書
の
第
三
学
年
で
の
 

評
価
の
数
値
の
総
和
に
よ
っ
て
 

学
 

・
力
検
査
の
総
計
で
の
順
位
も
き
 

め
、
両
方
の
順
位
で
志
願
校
の
 

校
長
が
決
め
た
募
集
定
数
内
に
 

入
り
て
い
る
も
の
を
A

群
と
 

し
、
そ
の
他
を
B
群
と
す
る
。
 

二
、
A
群
は
調
査
書
と
て
ら
し
 

と
く
に
支
障
が
な
い
か
ぎ
り
入
 

学
予
定
者
と
す
る
。
 

三
、
B
群
は
調
査
書
の
順
位
と
 

学
力
検
査
の
順
位
の
ほ
か
、
そ
 

の
他
の
資
料
も
参
考
に
し
て
総
 

合
的
に
選
考
し
合
否
を
決
定
す
 

る。 四
、
そ
の
際
、
五
教
科
以
外
の
 

教
科
の
調
査
書
に
書
か
れ
た
特
 

記
事
項
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
 

志
願
の
手
続
き
や
学
力
検
査
 

の
日
程
等
に
つ
い
て
は
、
別
に
 

定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
 

ま
す
o
 

敬
老
会
御
案
内
 

戸
夢
憂
講
堂
 

“ 

お
年
よ
り
の
方
を
敬
愛
 

「
し
、
お
慰
め
す
る
た
め
の
昭
 

『
和
四
十
五
年
度
金
田
町
敬
老
 

「
会
を
左
記
に
よ
り
開
催
致
し
 

”
ま
す
「
 

「 

婦
人
会
の
方
々
の
演
芸
な
 

」
ど
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
 

” 
で
、
何
と
ぞ
ぜ
ひ
御
出
席
下
 

さ
い
ま
す
よ
う
お
待
ち
致
し
 

て
お
り
・
一
ょ
す
。
 

記
 

日
 
時
 

九
月
十
五
日
 

午
前
九
時
二
十
分
受
付
 

午
前
十
時
開
会
 

午
後
一
時
閉
会
二
 

『
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
昌
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三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
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昌
三
 

九
月
 

九
月
は
、
菊
月
、
長
月
、
葉
 

月
と
い
う
、
別
の
よ
び
名
が
あ
 

り
ま
す
。
 

葉
月
と
い
う
の
は
、
旧
暦
の
 

八
月
の
名
ま
え
で
す
。
稲
の
穂
 

が
発
達
し
て
、
大
き
く
な
る
こ
 

と
か
ら
、
葉
月
と
い
う
名
が
生
 

ま
れ
た
の
で
す
。
九
月
に
な
る
 

と、 

マ
ツ
ム
シ
、
ス
ズ
ム
シ
、
 

ク
ツ
ワ
ム
シ
、
ウ
マ
オ
イ
、
コ
 

オ
ロ
ギ
な
ど
が
な
き
は
じ
め
ま
 

す
。
セ
ミ
は
少
な
く
な
り
、
ツ
 

明
治
三
十
三
年
九
月
十
五
 

日
以
前
に
生
れ
た
方
で
、
案
 

内
状
が
と
ど
い
て
い
な
い
方
 

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
当
日
ま
 

で
に
、
御
遠
慮
な
く
御
申
出
 

下
さ
い
。
 

金
田
町
長
 

大
島
 
六
郎
 

ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
が
多
く
な
り
ま
 

す
。
ト
ン
ボ
は
、
赤
ト
ン
ボ
（
 

ア
キ
ア
カ
ネ
）
が
多
く
な
り
、
 

モ
ズ
が
け
た
た
ま
し
く
な
き
は
 

じ
め
ま
す
。
夏
休
み
が
終
っ
て
 

い
よ
い
よ
第
二
学
期
で
す
。
し
 

ん
ば
い
な
の
は
二
百
十
日
で
 

す
。
南
洋
方
面
で
生
ま
れ
た
台
 

風
の
子
ど
も
た
ち
が
ど
ん
ど
ん
 

大
き
く
な
っ
て
、
日
本
に
や
っ
 

て
く
る
の
は
、
こ
の
月
が
ー
ば
 

ん
多
い
の
で
す
。
し
か
し
、
ハ
 

ギ
、
キ
キ
ョ
ウ
、
ス
ス
キ
、
オ
 

ミ
ナ
エ
シ
な
ど
の
、
秋
の
七
草
 

が
咲
き
そ
ろ
い
ま
す
。
お
ひ
が
 

ん
の
こ
ろ
に
は
、
田
や
小
川
の
 

一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
nH
「m 

岸
に
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
が
ま
っ
か
 

に
む
ら
が
り
咲
き
ま
す
。
 

（
中
央
公
民
館
）
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金
田
町
選
手
大
活
躍
 

' 

田

川

郡

民

大

会

 

広
く
郡
民
の
あ
い
だ
に
体
育
 

を
振
興
し
、
そ
の
普
及
と
発
 

展
、
ス
ポ
ー
ッ
精
神
の
高
揚
を
 

は
か
り
、
一
層
健
康
で
明
朗
な
 

郡
民
生
活
の
確
立
に
寄
与
す
る
 

目
的
を
以
っ
て
、
例
年
開
催
さ
 

れ
て
い
る
、
第
九
回
田
川
郡
民
 

体
育
大
会
が
八
月
二
日
、
添
田
 

町
で
田
川
郡
内
九
カ
町
村
か
ら
 

八
〇
〇
名
の
選
挙
を
集
め
て
、
 

一
一
種
目
、
一
二
会
場
に
分
れ
 

て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
 

本
町
よ
り
青
年
、
婦
人
。
一
 

般
の
各
選
手
六
〇
名
が
陸
上
、
 

中
 
央
 
公
 
民
 
館
 

卓
球
、
 

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
、
柔
 

道
、
剣
道
、
弓
道
、
ソ
フ
ト
ボ
 

ー
ル
各
競
技
に
出
場
し
、
炎
熱
 

の
下
、
他
町
村
の
選
手
と
、
そ
 

の
技
と
力
を
競
い
あ
い
、
金
田
 

健
児
の
意
気
を
発
揮
し
ま
し
 

た。 
当
日
の
総
合
成
績
は
次
の
と
お
 

り
で
し
た
。
 

①
香
春
町
 

r
②
川
崎
町
 

③
添
田
町
 

④
方
城
町
 

⑤
金
田
町
 
13 15 23 25 26 
点点点点点 景

 
風
 

場
 

入
 

団
 

手
 

選
 

町
 

田
 

金
 

⑥
糸
田
町
 
8
点
 

⑦
赤
池
町
 
7
点
 

⑧
赤
・
村
 
4
点
 

⑨
大
任
町
 
1
点
 

金
田
町
選
手
の
成
績
 

陸
上
 一

〇
〇
米
 

辰
島
 
誠
 

一
位
 

一
五
〇
〇
米
 

田
島
春
利
 
二
位
 

五
〇
〇
〇
米
 

田
島
春
利
 

一
位
 

八
〇
〇
米
リ
レ
ー
 

金
田
町
チ
ー
ム
 

ニ
位
 

走
幅
跳
 

日
野
 
広
 
三
位
 

婦
人
会
ゲ
ー
ム
 

金
田
町
婦
人
会
 

一
位
 

柔
 
道
 

青
年
の
部
 

金
田
町
 

一
位
 

剣
 
道
 

青
年
の
部
 

金
田
町
 

一
位
 

卓
 
球
 

青
年
の
部
 

金
田
町
 
四
位
 

缶
詰
の
ス
ズ
メ
ッ
キ
 

昨
年
八
月
ス
ズ
が
溶
け
出
し
 

て
い
た
缶
詰
め
の
ト
マ
ト
ジ
 

ユ
ー
ス
が
売
ら
れ
、
こ
れ
を
飲
 

ん
だ
人
達
が
、
激
し
い
下
痢
を
 

お
こ
し
て
問
題
に
な
り
ま
し
た
 

が
 

缶
詰
め
の
選
び
方
、
 

使
い
方
に
も
注
意
が
必
要
で
 

す。 くらしのメモ 

製造月日を 

確めましょう 
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第
十
一
回
国
勢
調
査
が
 

実
施
さ
れ
ま
す
 

こ
と
し
の
十
月
一
日
に
は
、
 

大
正
九
年
の
第
一
回
国
勢
調
査
 

か
ら
数
え
て
半
世
紀
、
大
士
 

回
目
の
国
勢
調
査
が
行
な
わ
れ
 

ま
す
。
国
勢
調
査
は
、
統
計
法
 

の
定
め
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
 

国
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
統
計
 

調
査
で
、
全
国
、
都
道
府
県
、
 

市
町
村
の
人
ロ
や
世
帯
数
ば
か
 

り
で
な
く
、
年
令
別
、
配
偶
の
、
 

関
係
別
、
産
業
別
、
職
業
別
な
 

ど
の
構
成
や
世
帯
の
構
成
を
明
 

ら
か
に
し
て
、
国
の
政
治
や
行
 

政
は
も
ち
ろ
ん
、
都
道
府
県
お
 

よ
び
市
町
対
の
行
政
に
直
接
 

総
 

「、務 

課
 

役
立
つ
資
料
を
得
る
た
め
に
行
 

な
わ
れ
る
も
の
で
す
。
国
勢
調
 

査
の
結
果
は
、
た
と
え
ば
議
員
 

定
数
の
決
定
や
雇
用
、
産
業
、
 

教
育
、
住
宅
、
社
会
保
障
、
環
 

境
衛
生
、
交
通
な
ど
の
対
策
、
 

国
か
ら
市
町
村
に
交
付
さ
れ
る
 

地
方
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
、
 

将
来
人
ロ
の
推
計
な
ど
に
欠
く
 

こ
と
の
で
き
な
い
資
料
と
し
で
 

広
く
用
い
ら
れ
ま
す
。
 

な
お
、
今
回
の
調
査
は
、
国
 

際
連
合
の
提
唱
に
よ
る
一
九
七
 

〇
年
世
界
人
ロ
セ
ン
サ
ス
の
一
 

環
と
も
な
る
も
の
で
あ
り
、
ま
 

毎

月

一

 
日

は

交

通

安

 

「
高
令
者
の
任
意
加
入
の
継
続
」
 

ー

年

金

だ

よ

り

s

 

住
 

民
 

課
 

国
民
年
金
で
は
明
治
三
十
九
 

年
四
月
二
日
か
ら
明
治
四
十
四
 

年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
れ
 

た
者
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
 

六
年
三
月
で
十
年
の
被
保
険
者
 

期
間
を
満
た
す
こ
と
に
な
り
、
 

い
よ
い
よ
こ
れ
ら
の
大
び
と
に
 

対
す
る
老
令
年
金
「
い
わ
ゆ
る
 

十
年
年
金
」
の
支
給
が
始
め
ら
 

れ
よ
う
と
も
て
い
ま
す
。
 

こ
の
 
「
十
年
年
金
」
制
度
 

は
、
制
度
発
足
時
に
任
意
加
入
 

で
あ
っ
た
た
め
、
途
中
で
や
め
 

た
人
も
い
ま
す
の
で
、
こ
の
際
 

途
中
で
脱
退
し
た
人
に
も
、
制
 

度
発
足
時
か
ら
加
入
し
て
い
た
 

人
と
同
様
に
「
十
年
年
金
」
を
 

支
給
し
よ
う
と
す
る
趣
旨
で
、
 

再
び
年
金
に
継
続
加
入
で
き
る
 

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
 

る
「
十
年
年
金
」
を
継
続
で
き
 

る
人
は
、
次
の
す
べ
て
の
条
件
 

を
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
 

ま
せ
ん
。
 

H
 
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
 

に
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
 

た
者
で
、
そ
の
後
被
保
険
者
の
 

資
格
を
喪
失
し
て
い
る
こ
と
。
 

口
 
現
在
厚
生
年
金
、
船
員
保
 

険
、
各
種
共
済
組
合
な
ど
の
他
 

の
年
金
制
度
の
被
保
険
者
で
な
 

い
こ
と
。
 

目
他
の
年
金
制
度
か
ら
老
令
 

（
退
職
）
年
金
を
受
け
て
い
な
 

い
か
、
又
は
受
け
る
資
格
期
間
 

を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
。
 

「
十
年
年
金
」
を
継
続
す
る
 

に
は
、
昭
和
四
十
五
年
七
月
一
 

日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
三
 

カ
月
間
に
、
金
田
町
役
場
年
金
 

係
に
再
び
加
入
し
た
い
旨
の
申
 

出
を
し
て
下
さ
い
。
た
だ
し
そ
 

た
近
く
本
土
復
帰
が
予
定
さ
れ
 

て
い
る
沖
縄
に
お
い
て
戦
後
は
 

じ
め
て
本
土
と
一
体
的
に
国
勢
 

調
査
を
実
施
す
る
と
い
う
記
念
 

す
べ
き
調
査
に
あ
た
っ
て
い
ま
 

す。 国
勢
調
査
で
は
、
人
ロ
を
も
 

れ
な
く
、
ま
た
、
重
複
な
く
調
 

査
す
る
た
め
に
、
全
国
に
わ
た
 

っ
て
約
五
七
万
の
調
査
区
を
設
 

け
、
福
岡
県
で
二
万
二
千
二
百
 

に
分
け
、
さ
ら
に
金
田
町
は
四
 

〇
の
調
査
区
に
分
け
て
お
り
、
 

こ
の
調
査
区
に
は
、
調
査
員
が
 

一
人
ず
つ
配
置
さ
れ
て
お
り
ま
 

す
。
調
査
員
は
十
月
一
日
の
一
 

週
間
前
か
ら
（
九
月
二
十
四
日
 

か
ら
）
担
当
調
査
区
内
の
各
世
 

帯
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
何
卒
 

御
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
 

し
ま
す
。
 

缶
詰
の
缶
は
ブ
リ
キ
の
内
面
 

に
、
ス
ズ
を
メ
ッ
キ
し
た
も
の
 

で
、
ジ
ュ
ー
ス
・
ミ
カ
ン
な
ど
 

の
酸
性
食
品
缶
詰
は
貯
臓
中
、
 

わ
ず
か
で
す
が
ス
ズ
が
溶
け
出
 

し
て
き
ま
す
。
 

ス
ズ
は
体
内
に
入
っ
て
も
、
 

蓄
積
し
な
い
性
質
が
あ
り
ま
す
 

の
で
、
慢
性
毒
性
に
つ
い
て
は
 

さ
ほ
ど
問
題
は
な
い
と
い
わ
れ
 

W
H
O

（
世
界
保
健
機
関
）
 

や
F
A
O

（
世
界
食
糧
農
業
機
 

関
）
で
検
討
し
、
基
準
を
も
う
 

け
て
、
百
五
十
P
P
M
の
使
用
 

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
絶
 

体
安
全
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
 

ま
せ
ん
。
 

製
造
し
て
か
ら
長
く
た
っ
た
 

も
の
や
、
高
温
で
貯
蔵
し
た
も
 

の
は
、
ス
ズ
が
多
く
溶
け
出
し
 

て
い
ま
す
か
ら
ご
注
意
を
 

買
う
場
合
な
る
べ
く
製
造
月
 

日
の
、
新
し
い
も
の
を
選
ぶ
よ
 

う
に
し
、
又
缶
を
あ
け
た
ら
、
 

な
る
べ
く
早
く
食
べ
る
よ
う
に
 

し
て
く
だ
さ
い
。
残
っ
た
ら
、
 

ガ
ラ
ス
用
器
な
ど
に
、
移
し
か
 

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

※
最
近
ス
ズ
の
溶
出
を
防
ぐ
た
 

め
に
、
ス
ズ
メ
ッ
キ
し
た
上
 

に
、
吏
に
樹
脂
加
工
し
た
缶
 

が
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
 

あ
り
ま
す
。
こ
の
缶
は
開
缶
 

す
る
と
内
側
が
黄
金
色
を
し
 

て
い
は
す
。
 

冷
蔵
庫
の
そ
う
じ
 

冷
蔵
庫
は
、
一
〇
日
に
一
回
 

ぐ
ら
い
は
内
部
を
よ
く
拭
き
、
 

き
れ
い
に
し
て
臭
気
を
防
ぐ
こ
 

と
が
大
切
で
す
。
落
ち
に
く
い
 

よ
ご
れ
に
は
、
中
性
洗
剤
ま
た
 

は
「
重
そ
う
」
を
お
湯
で
と
い
 

て
使
う
と
簡
単
に
取
れ
ま
す
。
 

フ
キ
ン
や
ス
ポ
ン
ジ
よ
り
 

も
、
ナ
イ
ロ
ン
タ
ワ
シ
の
方
が
 

能
率
的
、
仕
上
げ
は
、
．
漂
白
剤
 

入
り
台
所
洗
剤
で
拭
き
上
げ
ま
 

す
と
、
か
す
か
に
の
こ
っ
た
臭
 

気
も
消
せ
ま
す
。
 

（
消
費
者
ニ
ュ
ー
ス
）
 

御
芳
志
 あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

田
島
シ
ズ
ェ
殿
 

御
主
人
治
雄
様
の
香
典
返
礼
 

と
し
て
中
央
公
民
館
へ
 

丸
山
 
隆
殿
 

御
尊
父
清
様
の
香
典
返
礼
と
 

し
て
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

植
高
 
薫
殿
 

御
令
閏
百
合
子
様
の
香
典
返
 

全

日

 で
 
す
 

の
際
、
国
民
年
金
手
帳
を
提
出
 

す
る
こ
と
。
国
民
年
金
制
度
以
 

外
の
制
度
に
加
入
し
て
い
た
と
 

き
は
、
そ
の
期
間
を
申
出
る
こ
 

と
を
わ
す
れ
な
い
で
下
さ
い
。
 

再
び
加
入
す
る
こ
と
が
認
め
ら
 

れ
ま
す
と
、
再
び
加
入
す
る
前
 

の
期
間
で
、
国
民
年
金
や
厚
生
 

年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い
な
か
 

っ
た
期
間
、
ー
カ
月
に
つ
き
四
 

五
〇
円
の
額
を
納
付
す
る
こ
と
 

が
で
き
ま
す
。
但
し
昭
和
四
十
 

七
年
六
月
三
十
日
迄
の
間
に
納
 

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
納
付
が
行
な
わ
れ
ま
す
 

と
、
そ
の
期
間
は
保
険
料
納
付
 

溶
一
間
と
な
っ
て
、
こ
の
保
険
 

料
納
付
済
期
間
と
被
保
険
者
と
 

し
て
の
期
間
に
か
か
る
保
険
料
 

納
付
期
間
が
十
年
に
達
し
た
と
 

き
に
、
老
令
年
金
の
支
給
を
受
 

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
 

り
ま
す
。
 

尚
、
そ
の
時
に
六
十
五
才
に
 

達
し
て
い
な
い
人
は
、
六
十
五
 

才
か
ら
老
令
年
金
が
支
給
さ
れ
 

ま
す
。
こ
の
老
令
年
金
の
額
 

は
、
六
万
円
（
月
額
五
千
円
）
 

前
後
で
、
相
当
優
遇
さ
れ
た
額
 

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

前
に
、
国
民
年
金
に
加
入
し
 

た
こ
と
の
あ
る
明
治
四
十
四
年
 

四
月
一
日
迄
に
生
れ
た
人
は
、
 

ぜ
ひ
再
加
入
す
る
よ
う
お
進
め
 

致
し
ま
す
。
 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
慮
な
 

く
役
場
年
金
係
に
お
問
い
合
せ
 

下
さ
い
。
 

老
後
の
人
間
関
係
（
6
) 

老
人
の
語
り
合
う
機
会
を
 

人
間
と
は
語
り
語
ら
れ
ず
に
 

は
い
ら
れ
な
い
動
物
で
す
。
 

乳
児
は
五
、
六
カ
月
で
、
い
 

ろ
い
ろ
な
発
音
を
試
み
る
よ
う
 

に
な
り
、
九
、
一
〇
カ
月
で
周
 

辺
で
つ
か
わ
れ
て
い
る
母
語
を
 

ま
ね
る
よ
う
に
な
る
と
い
わ
れ
 

ま
す
。
そ
し
て
試
行
錯
誤
を
お
 

か
し
な
が
ら
、
次
第
に
自
分
の
 

意
志
を
伝
え
た
り
、
他
人
の
言
 

葉
を
了
解
し
た
り
す
る
よ
う
に
 

な
る
の
で
す
。
そ
れ
は
幼
児
の
 

中
 
央
一
公
 
民
 
館
 

心
を
豊
か
に
す
る
も
の
で
あ
 

り
、
自
我
の
発
達
に
役
立
つ
こ
 

と
に
も
な
る
の
で
す
。
 

そ
の
よ
う
に
人
間
は
言
葉
を
 

口
で
話
し
た
り
、
文
宇
で
書
い
 

た
り
し
て
は
じ
め
て
、
生
活
す
 

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
話
 

す
と
い
う
こ
と
は
人
間
の
生
涯
 

に
つ
き
も
の
で
す
。
も
し
人
間
 

が
自
分
の
心
の
う
ち
を
話
す
機
 

会
が
な
か
っ
た
ら
、
ど
ん
な
淋
 

し
い
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
 

か
。
と
こ
ろ
が
老
人
に
な
る
 

と
、
一
ど
う
し
て
も
行
動
半
径
が
 

狭
く
な
る
の
で
、
話
題
が
少
な
 

く
な
る
の
で
す
。
そ
こ
で
過
去
 

の
経
験
を
繰
り
返
し
て
語
り
た
 

が
る
の
で
す
。
 

「
ま
た
あ
の
話
 

か
」
と
う
ん
ざ
り
さ
せ
ら
れ
る
 

こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
面
倒
 

が
ら
ず
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
で
 

す
。
ま
た
反
対
に
、
社
会
の
で
 

き
ご
と
な
ど
、
時
々
、
話
し
て
 

聞
か
せ
る
こ
と
で
す
。
 

と
は
い
つ
て
も
、
多
忙
な
と
 

き
や
疲
れ
て
い
る
と
き
に
、
老
 

人
の
話
し
相
手
な
ど
あ
ま
り
で
 

き
な
い
の
が
実
際
で
す
。
そ
こ
 

で
老
人
ク
ラ
ブ
の
よ
う
な
、
話
 

の
自
由
に
で
き
る
場
所
に
行
か
 

せ
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
老
人
 

同
志
が
自
由
に
話
が
で
き
る
な
 

ら
ば
、
心
は
晴
れ
ば
れ
す
る
の
 

で
す
。
老
人
ば
か
り
で
は
な
 

い
、
人
間
は
誰
で
も
心
の
な
か
 

に
欲
求
不
満
を
も
っ
て
い
る
と
 

き
、
新
し
い
人
に
心
中
の
苦
悩
 

を
、
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
で
さ
 

つ
ぱ
り
す
る
も
の
で
す
。
 

老
人
ク
ラ
ブ
で
、
や
や
同
じ
 

時
代
の
人
が
集
つ
て
何
で
も
話
 

し
て
い
る
う
ち
に
、
た
い
へ
ん
 

「
も
の
わ
か
り
」
の
い
い
老
人
 

に
な
つ
て
く
る
の
で
す
p

と
い
 

う
の
は
、
語
り
合
う
こ
と
に
よ
 

つ
て
日
ご
ろ
心
の
な
か
に
あ
る
 

「
シ
コ
サ
」
が
ほ
ぐ
れ
て
、
豊
 

か
な
気
持
ち
に
な
れ
る
か
ら
で
 

す
。
あ
な
た
は
、
あ
な
た
の
家
 

の
老
人
を
老
人
ク
ラ
ブ
へ
行
く
 

よ
う
に
す
す
め
て
あ
げ
て
く
だ
 

さ
い
。
 

こ
の
よ
う
に
し
て
老
人
を
社
 

会
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
、
家
庭
 

の
な
か
で
も
た
い
へ
ん
よ
い
老
 

人
に
な
れ
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
 

は
、
老
人
お
互
い
が
い
つ
の
間
 

に
か
教
育
し
合
つ
て
い
る
結
果
 

に
な
る
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
、
 

い
ま
の
老
人
の
不
幸
は
、
新
し
 

い
社
会
の
動
き
に
適
応
し
て
い
 

く
こ
と
が
困
難
だ
か
ら
で
す
 

が
、
そ
れ
が
少
し
ず
つ
社
会
の
 

動
き
が
わ
か
る
よ
う
に
な
る
か
 

ら
で
す
。
 

シ
ン
ナ
ー
 

接

着

剤

 

礼
と
し
て
小
学
校
、
中
学
校
 

中
央
公
民
館
へ
 

そ
れ
ぞ
れ
御
寄
附
を
い
た
だ
き
 

ま
し
た
。
最
も
有
意
義
に
使
用
 

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
 

ま
す
。
 金

田
町
教
育
後
援
会
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

の
恐
ろ
し
さ
 

中
 
央
 
公
 

民
 
館
 

少
年
の
ジ
ン
ナ
ト
や
有
毒
性
 

接
着
剤
の
乱
用
が
非
常
に
増
え
 

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
ご
父
兄
の
 

皆
さ
ま
に
「
シ
ン
ナ
ー
」
の
恐
 

ろ
し
さ
に
つ
い
て
の
認
識
を
十
 

分
も
ー
っ
て
い
た
だ
き
、
憂
慮
さ
 

れ
る
事
態
を
未
然
に
防
ぎ
た
い
 

と
思
い
ま
す
。
 

シ
ン
ナ
ー
 

の
危
険
性
 

▼
一
度
に
多
 

量
に
使
用
 

し
た
り
、
 

ま
た
吸
入
の
方
法
に
よ
っ
て
 

は
、
急
性
中
毒
を
お
こ
し
て
 

死
亡
す
る
。
 

▼
内
臓
が
侵
さ
れ
、
さ
ら
に
す
 

す
む
と
き
ち
が
い
に
な
る
。
 

▼
理
性
が
麻
庫
し
て
、
悪
の
道
 

に
走
り
や
す
い
。
 

紗
酵
細
の
乱
用
を
 

防
ぐ
た
め
に
 

・
家
庭
で
は
 

日
常
の
こ
ど
も
の
行
動
に
 

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

・
販
売
店
で
は
 

使
用
目
的
を
よ
く
確
め
て
 

販
売
し
ま
し
ょ
う
「
 

乱
用
の
お
そ
れ
が
あ
る
者
 

に
は
販
売
し
な
い
よ
う
に
 

し
ま
し
ょ
う
。
 

有
毒
性
を
十
分
説
明
し
ま
 

し
ょ
”
つ
。
 

か
酵
細
を
乱
用
し
て
 

い

る

と

次

の

こ

と

が

 

め

だ

ち

ま

す

 

・
吐
く
息
や
衣
服
か
ら
、
シ
ン
 

ナ
ー
な
ど
の
匂
い
が
す
る
。
 

・
勉
強
ぎ
ら
い
や
、
仕
事
ぎ
ら
 

い
に
な
り
、
急
に
労
力
や
仕
 

事
の
能
率
が
低
下
す
る
。
 

・
食
欲
が
減
退
し
、
元
気
が
な
 

く
な
る
。
 

・
顔
に
油
気
が
な
く
な
り
、
ロ
 

の
ま
わ
り
が
白
く
あ
れ
る
。
 

悪書を追放しましょう 

ーよい子を育てる合言葉ー 

読まない・見せない・売らない 
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町
 

田
 

金
 

嫁

姑

関

 

夫

の

 心

理

 

ま
た
夫
は
何
と
か
二
人
の
仲
 

を
直
そ
う
と
し
て
、
妻
の
前
で
 

は
姑
の
非
を
な
ら
し
て
、
自
分
 

は
嫁
の
あ
く
ま
で
も
味
方
で
あ
 

る
よ
う
な
振
舞
い
を
し
、
姑
の
 

前
で
は
嫁
の
非
を
な
ら
し
て
、
 

あ
た
か
も
自
分
は
姑
の
味
方
で
 

あ
る
よ
う
な
振
舞
を
す
る
の
も
 

よ
く
使
わ
れ
る
手
で
す
。
し
か
 

し
す
ぐ
本
心
か
ら
で
な
い
と
い
 

う
こ
と
を
見
破
ら
れ
て
、
か
え
 

っ
て
火
に
油
を
注
ぐ
結
果
に
も
 

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
嫁
と
共
同
 

戦
線
を
張
り
、
姑
の
前
で
嫁
を
 

し
か
る
と
い
う
手
も
、
時
に
よ
 

り
ま
す
と
姑
か
ら
は
茶
番
劇
と
 

し
て
軽
蔑
さ
れ
、
姑
の
機
嫌
を
 

い
よ
い
よ
損
っ
て
し
ま
う
こ
と
 

も
あ
り
ま
す
。
 

夫
と
し
て
、
ま
た
子
と
し
 

て
、
母
と
妻
の
不
仲
の
中
に
暮
 

ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
 

う
こ
と
は
、
何
と
し
て
も
不
快
 

極
ま
り
な
い
こ
と
で
す
。
日
中
 

仕
事
を
し
て
お
り
ま
し
て
も
、
 

嫁
と
姑
の
不
仲
の
様
子
が
脳
裏
 

に
浮
び
、
仕
事
の
能
率
も
落
ち
 

そ
う
で
す
『
ま
た
人
に
よ
っ
て
 

は
物
す
ご
く
仕
事
に
熱
中
し
、
 

そ
の
た
め
に
帰
宅
時
間
が
遅
く
 

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
現
象
も
 

係 
(9) 

青

少

年

間

 

発
生
し
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
家
 

庭
で
生
じ
た
不
快
の
念
を
、
仕
 

事
に
熱
中
す
る
こ
ど
で
穴
埋
め
 

し
、
解
消
し
よ
う
と
す
る
補
償
 

と
い
う
心
の
仕
組
み
に
、
よ
る
も
 

の
で
す
。
ま
た
職
場
を
定
時
に
 

出
て
も
、
途
中
つ
い
つ
い
麻
 

雀
、
パ
チ
ン
コ
、
オ
デ
ソ
屋
な
 

ど
に
ひ
っ
か
か
っ
て
、
帰
宅
が
 

遅
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
現
 

象
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
 

す
。
と
れ
は
一
方
で
生
じ
た
現
 

象
を
、
そ
れ
と
は
直
接
関
係
の
 

な
い
他
の
こ
と
を
夢
中
に
な
っ
 

て
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
消
し
・
 

よ
う
と
す
る
逃
避
と
い
う
仕
組
 

み
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
 

場
合
強
烈
な
刺
激
を
与
え
て
く
 

れ
る
も
の
ほ
ど
緊
張
解
消
に
効
 

果
的
で
す
か
ら
、
自
然
夫
の
足
 

は
酒
、
女
、
か
け
ご
と
な
ど
の
 

方
に
向
か
う
よ
う
に
な
り
ま
 

す
。
も
う
こ
う
な
っ
て
き
ま
す
 

．
と
、
さ
ら
に
そ
れ
か
ら
の
問
題
 

も
派
生
し
て
く
る
よ
う
に
な
っ
 

て
、
家
庭
の
中
は
め
ち
ゃ
く
ち
 

ゃ
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
う
い
 

う
状
態
に
な
っ
て
き
ま
す
と
、
 

夫
は
家
に
帰
っ
て
来
ま
し
て
 

も
、
嫁
姑
間
の
取
り
持
ち
な
ど
 

は
し
よ
う
と
は
せ
ず
、
た
だ
不
 

題

協

議

会

 

い
た
し
ま
せ
ん
。
 

す
べ
て
の
夫
が
こ
う
な
る
と
 

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

な
か
に
は
家
庭
で
の
こ
う
い
う
 

不
快
さ
に
打
ち
勝
っ
て
、
嫁
と
 

姑
の
間
を
う
ま
く
取
り
持
ち
、
 

職
場
で
の
仕
事
の
能
率
も
落
と
 

さ
ず
に
、
き
ち
ん
と
務
め
を
果
 

し
て
い
く
人
も
あ
る
で
し
ょ
 

う
。
し
か
し
人
間
と
い
う
も
の
 

は
弱
い
も
の
で
す
。
家
庭
で
の
 

緊
張
に
耐
え
か
ね
て
、
結
婚
前
 

と
は
人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
妙
 

な
人
が
ら
に
な
る
人
は
多
い
も
 

の
で
す
。
 

婚
 
姻
 
届
 

ー
内
縁
の
妻
ー
 

結
婚
の
式
だ
け
で
は
正
式
の
 

夫
婦
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
 

い
か
に
盛
大
な
華
燭
の
典
を
 

挙
げ
、
事
実
上
に
お
い
て
は
自
 

他
と
も
に
認
め
る
婚
姻
関
係
に
 

本
を
読
み
ま
し
ょ
う
 

中
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本
を
読
む
こ
と
は
物
を
考
え
 

る
こ
と
と
い
わ
れ
ま
す
。
テ
レ
 

ビ
や
映
画
で
覚
え
た
こ
と
は
、
 

そ
の
画
像
が
消
え
る
と
忘
れ
や
 

す
い
も
の
で
す
。
本
は
読
み
返
 

し
が
で
き
ま
す
し
、
書
き
写
す
 

こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

本
を
読
む
こ
と
は
あ
ら
ゆ
る
 

生
物
の
中
で
、
人
間
に
だ
け
与
 

え
ら
れ
た
特
権
で
あ
り
ま
す
。
 

機
嫌
に
黙
っ
て
い
る
だ
け
、
妻
 

が
何
を
言
お
う
と
、
母
が
何
を
 

言
お
う
と
、
う
け
合
お
う
と
は
 

こ
の
特
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
 

よ
っ
て
、
人
間
社
会
の
進
歩
が
 

あ
る
わ
け
で
す
。
 

ま
た
、
本
を
読
む
こ
と
は
、
 

そ
の
人
の
人
生
を
深
め
る
と
・
も
 

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
 

い
小
説
を
読
む
と
、
』
そ
の
主
人
 

公
に
感
動
し
、
美
し
い
文
章
を
 

読
む
と
、
心
が
洗
わ
れ
ま
す
。
 

聖
賢
の
書
を
読
め
ば
、
直
接
そ
 

の
聖
賢
の
教
え
に
ふ
れ
る
こ
と
 

が
で
き
ま
す
。
或
は
、
育
児
や
 

し
つ
け
や
家
事
、
園
芸
、
職
業
 

そ
の
他
、
私
た
ち
が
日
常
学
ば
 

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
無
限
に
 

あ
り
ま
す
。
世
の
中
は
、
日
に
 

日
に
進
歩
し
て
お
り
ま
す
。
時
 

代
に
取
残
さ
れ
な
い
よ
う
、
本
 

を
読
み
ま
し
ょ
う
。
幸
は
私
た
 

ち
の
前
途
を
照
ら
す
灯
で
す
。
 

読
書
は
決
し
て
、
暇
人
が
、
 

暇
つ
ぶ
し
の
た
め
に
す
る
も
の
 

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
 

読
書
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
本
を
 

読
み
ま
し
ょ
う
。
 

国
を
支
え
る
若
い
力
グ
 

ク
陸
・
海
・
空
4
 

自

衛

官

募

集

 

総
 

務
 

課
 

自
衛
官
は
り
っ
ぱ
な
社
会
人
 

で
す
。
‘
自
衛
隊
の
規
律
あ
る
団
 

体
生
活
で
身
に
つ
け
た
技
術
、
 

責
任
感
や
根
性
は
、
一
般
社
会
 

に
お
い
て
も
広
く
歓
迎
さ
れ
ま
 

す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
人
が
希
望
 

す
れ
ば
自
衛
隊
内
で
上
に
進
む
 

こ
と
が
で
き
ま
す
し
満
期
退
職
 

に
な
っ
て
、
一
般
の
民
間
会
社
 

へ
勤
め
る
と
き
も
、
一
流
会
社
 

に
有
利
な
条
件
で
、
就
職
す
る
 

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

（
応
募
資
格
）
 

年
令
満
十
八
才
以
上
二
十
五
才
 

未
満
の
白
本
国
籍
を
有
す
る
男
 

子
 （学 

歴） 

中
学
校
卒
業
以
上
 

（
志
願
受
付
）
 

常
時
受
付
致
し
ま
す
 

（
基
本
給
及
び
手
当
）
 

俸
給
月
額
 

二
〇
、
五
〇
〇
円
 

十
カ
月
経
て
ば
二
三
、
五
〇
〇
 

『

 

ー

ノ

 

住
 

民
 

課
 

あ
っ
て
も
、
婚
姻
の
届
出
を
し
 

な
け
れ
ば
法
律
上
夫
婦
と
し
て
 

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

い
わ
ゆ
る
内
縁
関
係
で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
不
自
然
な
状
態
 

が
ご
く
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
 

行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

さ
て
奥
さ
ん
あ
な
た
は
法
律
 

上
の
妻
と
な
っ
て
お
り
ま
す
 

かノ・ 

ヌ
カ
ミ
ソ
が
腐
る
 

へ
た
な
歌
が
、
ど
う
し
て
ヌ
 

カ
ミ
ソ
を
腐
ら
せ
る
か
、
科
学
 

的
に
み
る
と
、
ま
っ
た
く
お
か
 

し
な
話
で
す
。
 

こ
の
ク
ヌ
カ
ミ
ソ
腐
敗
源
カ
 

と
し
て
、
ヤ
リ
玉
に
あ
げ
ら
れ
 

る
の
は
音
痴
、
音
の
高
底
を
聞
 

き
分
け
ら
れ
な
い
感
覚
性
音
痴
 

と
、
自
分
が
歌
う
と
き
に
音
が
 

狂
う
運
動
性
音
痴
と
が
あ
り
ま
 

す。 東
大
耳
鼻
科
が
、
二
十
歳
か
 

ら
四
十
歳
ま
で
の
男
女
を
対
象
 

に
音
声
テ
ス
ト
を
し
た
と
こ
 

ろ
、
ピ
ア
ノ
に
あ
わ
せ
て
ド
レ
 

ミ
を
歌
え
な
か
っ
た
の
が
、
男
 

で
五
人
に
一
人
、
女
で
十
人
に
 

一
人
い
た
そ
う
で
す
。
 

円
衣
食
住
無
料
 

実
質
約
一
八
、
〇
〇
〇
円
 

賞
与
年
間
三
回
 
四
、
五
カ
月
 

分
い
ろ
い
ろ
の
国
家
免
許
を
と
 

る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
 

く
わ
し
い
こ
と
は
総
務
課
へ
お
 

問
合
せ
下
さ
い
、
 

先
天
性
の
音
痴
は
、
聴
覚
や
 

音
感
の
中
枢
に
欠
陥
が
あ
る
も
 

の
に
限
ら
れ
、
・
数
と
し
て
は
一
 

％
に
満
た
な
い
そ
う
で
す
。
 

（
中
央
公
民
館
）
 

史
 

！

ー

 

田
 

田
 

金
 

領布価格 1,000円 

御希望の方は中央公民館へ 


